
論文 / 著書情報
Article / Book Information

論題(和文) 長周期地震動を受ける座屈補剛十字ブレースダンパーの性能評価（そ
の2）動的載荷実験

Title

著者(和文) 加村久哉, 石井匠, 植木卓也, 山路宗忠, 北村春幸, 佐藤大樹

Authors Takuya Ueki, Haruyuki Kitamura, daiki sato

出典 / Citation 日本建築学会大会学術講演梗概集, Vol. C-1, No. ,  pp. 947-948

Citation(English) , Vol. C-1, No. ,  pp. 947-948

発行日 / Pub. date 2010,  9

rights  日本建築学会

rights  本文データは学協会の許諾に基づきCiNiiから複製したものである

relation  isVersionOf:http://ci.nii.ac.jp/naid/110008110269

Powered by T2R2 (Science Tokyo Research Repository)

http://t2r2.star.titech.ac.jp/


Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

22474 日本建築学会大会学術講演梗概集

　 　 　 　 1北陸）　2010年 9 月

長周期地震動を受ける座屈補剛十字 ブレ
ー

ス ダンパ ー
の 性能評価

（その 2 ： 動的載荷試験）
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1．は じめ に

　本 報 で は，前報 そ の 1XI で 実施 した 超高層建物 の 長周

期地 震動解析 に よ り得 られ た 応答変形 を用 い て ，縮小試

験 体 に よ る地 震 動 入 力 実験 を行 い ，座 屈 補 剛 ブ レ ース の

実 エ ネ ル ギー吸 収 性 能 を 確認 した．

2 ．実験概要

　 今 回 実 験 に 用 い た 座 屈補 剛 十 字 ブ レ ース ダ ン パ ーは，

低降伏点鋼 を用 い た 十字型 の 軸 力材 を補剛管 の 対角線上

に 配 置 して な る 高性 能 型 制 振 ダ ン パ ーで あ る．試 験 体は

表 1お よび 図 1に示 す よ うに，解析モ デル の 約 112の 縮小

モ デル で あ り，性能 に 影響を与 え る 軸力材 の 幅厚比 や 補

剛管 の 径厚比 ，軸力材 と補剛管の ク リア ラ ン ス な どが 解

析 とほ ぼ 同等 に な る よ うに設 定 し て い る．軸 力 材 に 用 い

た低降伏点鋼 LY225 の 素材 試 験 結果 を表 2 に示 す．

　載荷は ，図 2 に示 す フ レ ーム 型治具 に対 して 45 度方向

に 試 験 体 を高力 ボル ト接合 で 取 り付 け，150T ア クチ ュ エ

ータ にて 水 平 変位 を負 荷 す る も の と した．

　 入 力 波 形 は，解 析 を実 施 し た OSA 　NS 波 と WOS 　EW 波

の 2 波で，い ずれ も最適ダン パ ー
量 、

α
yユ
＝0．02 に 対 し て 層

間 変 形 角 が 最 も 大 き い 7 階 部 分 の 水 平 変位 応 答 波 形 を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 1 ．

用 い た ．実際 に は 解析 と実験 の フ レ
ー

ム 形 状 が 異 な る た

め ，ダ ン パ ー
塑性化部 の 歪 量 が 等 し くな る よ うに ，（式

］）を 用 い て 変換 し た水平変 位 に て 制 御 して い る．
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、 δ ．拭 1）

　　　　cLd 　 L ．　　　　　　　　　　 L2＋ H2
　 　 　 　 　 　 　 e　 　　 　 　　 　c　 　　 　 　　c

こ こ に，

　δ ： 水 平 変位 ， Ld ： ブ レース 軸力 材 長 さ

　L ： フ レ
ー

ム 水平ス パ ン ，H ： フ レ
ー

ム 鉛直高さ

　　※ 添え字の c は 解析モ デル ，e は 実験装置を示す

　計測 は，ア ク チ ュ エ
ータ に よ る水平方向荷重，試験体

上 下 の 変位計に よ る 軸方 向変位，歪 ゲージ に よ る 軸力 材

塑性化部の 歪 量 に つ い て 行 っ た．

3 ．実験結果

　図 3 に   解析 に よ る ダ ン パ ー
部歪 波 形 ，  試験 体塑性

化部 の 歪 ゲージ に よ り測 定 した 歪 波 形，お よび   変位計

の 計 測 値 か ら弾 性 変 形 分 の 計 算 値 を 引 い て 求 め た 歪 波 形

の 比 較 （WOS 　 EW 波 の 例 ） を示 す ．い ず れ の 波形 も ほ ぼ

同 等 の 履 歴 を示 し て い る こ とか ら，（式 1 ） で 変 換 し た水

試験パ ラ メ
ー
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平 方向 制御変位 に よ り，解析を的確 に 再現出来て い る．

　 OSA 　NS 波お よ び WOS 　EW 波に 対す る 塑性 化部 軸 方 向

の 応カ ー歪 関係 を図 4 に 示 す．大 振 幅 （± 約 1．0％ ） 後 の

履歴 も安定 した紡錘形を示 して い る．1 回 目の 加 力終了

後，特 に 耐力低下も見 られなか っ た た め，続 け て 同 じ波

形を繰 り返 し入力 した．表 2 に示 す よ うに，10 回繰 り返

した 時点で ，最大応力 （最 大 水平変位時応 力 ） は 1回 目

の 9 割程度 とな っ て い る，11 回 目か らは，承 平 方 向制御

変位 を 15 倍 ｝こ増幅 して 載荷 を行 っ た 結果，OSA ＿NS 波 で

は 13 回 目 の 引張 側 で ，WOS 　EW 波で は 12 回 目の 引張側

で 耐 力 が低 下 した た め，載荷 を終 了 した．

　試 験 後 ，補剛 管 を 剥 が して 確認 し た と こ ろ，塑性 化 部

中央付 近 で 破断 を 生 じ て い た ．破断の 起点 は ，圧 縮 時 の

局部変形 で 最 も歪 が 大きくなる リブ縁端 と考 え られ る．

4 ．考察

　表 2 に各サイ クル の 累積塑性ひ ずみエ ネル ギー
dWp と累

積塑性変形倍率 η を示す．OSA 　NS 波は 繰 り返 しに よ り最

大応力は低下 して い るが，同 じ水平変位 に 対す る ダ ン パ

ー
の 最大歪 は 増加 す る傾向 に あ る た め，総 エ ネ ル ギー量

として はほ とん ど変化 が 見 られ な い ．一
方 ， WOS 　EW 波
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に つ い て も最 大 歪 の 増加 傾 向 は 同 様 で あ るが ，大 振 幅波

形 を多 く含 む た め，相 対 的 に耐 力 低 下 に よ る 吸 収 エ ネル

ギー減少 量 の 方 が 大 き く、総 エ ネル ギー量 は減 少 して い

る，破断 を生 じた最終 サ イ クル を 除 く合計 （保 有性能）

は ， 解析 結果 か ら得 られ た 層間 変形角 111eoに 抑 え るた め

の 必 要性 能 に対 し，dWp で約 5〜7 倍，η で 約 30〜40 倍 と

な っ て い る，

5 ，ま とめ

　超 高 層建 物 の 長 周 期 地 震動 解 析 に よ り得 られ た ダ ン パ

ー部 応答 歪 に 相当す る 加力実験 を行 っ た 結果 ，以 下 の 知

見 を 得 られ た．
・本座屈補剛十字ブ レ

ー
ス ダン パ ー

は入 カエ ネル ギー
の 異

な る 2 種類 の 長 周 期 地 震動 に 対 し，10 回 以 上 の 繰 り返 し

入 力 に 耐え得 る 性能 を示 した ．
・
解析 に よ る必 要性 能 に対 し，本 ダ ン パ ーの 保 有 エ ネル ギ

ー吸 収 性能 は 累積 塑 性 変 形 倍 率 で 約 30 倍 以 上 の 性 能 を有

して い る．
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図 4 ．ダン パ ーの応 カー歪 関 係
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